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　■第19回化学物質と環境円卓会議
　「地域連携に基づく
　　　　　　　環境教育の推進」
～市民･事業者･行政・学校連携の広がり～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崎田裕子
　　　　　　　　ジャーナリスト･環境カウンセラー

NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長
　　　　　　　　NPO法人新宿環境活動ネット代表理事

　　一人ひとりの主体的参加の重要性　　一人ひとりの主体的参加の重要性
　～環境教育への期待の高まり～　～環境教育への期待の高まり～　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
公害から「環境汚染の被害者であり、加害者」

広く地球環境を思い、足元からの実践を

９０年代、自らのライフスタイル、仕事の見直しへ

一人ひとりできる事から、くらしと仕事に責任を

１９９３年　環境基本法　

１９９４年　環境基本計画　　　　　　　　　　　　　　　
「循環　・共生　・参加　・国際的取組み」　　　　　　
「規制」から「自主的な取り組み」の喚起へ　　　　　
　　　　　

はじめに
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求められる「つながり」への「気づき」求められる「つながり」への「気づき」
　　　「理解」を深め　　　「理解」を深め
　　　「問題解決能力」を育み　　　「問題解決能力」を育み
　　　「実践行動」へ　　　「実践行動」へ

大気･水･土･･･私たちは
循環の環の中で、つながって生きている

私たち人間は、他の生物と共生している

地球上の様々な資源を利用している

将来の世代とつながっている…

　　　　　パートナーシップ社会へ
　自らのくらしと地域への責任の共有　
　　　

地域事業者・企業　　　　 　　　　学校・教育機関

市民・市民団体
環境活動団体

行政機関

地域の環境NPOなど

連携の担い手として
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１９９９年、地域の環境ネットワークとして誕生　

立場や分野を超えて、顔の見える信頼を育む

「環境都市・新宿」創造に向け
市民・事業者・行政・学校３５０人登録
↓

地域と学校の連携で協働ＰＪを推進
「新宿の環境学習応援団」『まちの先生見本市』　　

企業の連携も誕生「エコ事業者連絡会」PJ
↓

２００３年にNPO法人化（東京都認証） 　　　　　　　　
　　　　　

　　■「NPO法人新宿環境活動ネッ
ト」
　　　連携･協働で環境活動推進　　

地域事例

地域と学校の連携による　
　　　　　　　　　　　　　　体験学習の推進

2001年年度から、公立学校を会場に、毎年実施
「新宿の環境学習応援団・まちの先生見本市」

・まちの先生（住民・事業者・NPO・行政）と
　学校の先生・青少年団体の指導者との
　顔の見える交流と学びあいの場
・例年、５～６０団体参加、来場者２０００人程度
・２００７年２月３日(土）新宿区立東戸山小学校
①地域と学校の協働事例発表　　
②参加団体の公開授業・体感・体験プログラム実施　　
④環境学習プログラムづくり相談　　　　
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地域と学校の連携による　体験学習の推進

「まちの先生見本市」で交流
地域・事業者・NPO・学校・行政

①地域と学校の協働事例発表　　
②公開授業・体感・体験　　
④環境学習プログラム相談　　　　

　住民･NPO･事業者・学校･行政の
　顔の見える信頼を育む場に
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■期待される足元からの実践
市民参画型環境学習センター運営で
快適環境のくらしとまちづくり

２００４年「新宿区立環境学習情報センター」開設　
住民･企業の活力を生かし「環境まちづくり」拠点に
↓　

NPO法人新宿環境活動ネットが指定管理者に
愛称「エコギャラリー新宿」
↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学びで終わらせず、
くらしや地域の環境改善にどう定着させるかが課題

市民参画型運営で、地域住民・企業に環を広げる

次の段階へ
参加者からの要請と具体的対応策

フォローアップのための対応策
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　　＜協働＞推進パートナーシップ会議
　　区民・企業・NPO・学校・行政の連携

環境保全意識の普及+環境行動の一層の進展

　　 　　　（指定管理者）NPO法人新宿環境活動ネット
　　　　　　　　　センター運営プロジェクト

・エコリーダー講座
・指導者養成講座
・教員研修
・環境マネジメント講座
・環境学習インターン受入
　制度　(学生･シニア等）

・エコライフ実践講座
･環境活動クラブ支援
･こども体験教室
・こどもエコクラブ支援
・エコツアー・シンポジウム
・展示室･研修室
　貸し出し(企業･団体）

・環境図書・ビデオ
・環境活動情報
・企業の環境報告書
・行政情報・インターネット
・相談窓口
　（小中高高生から先生まで）
　（人材バンク運営）

　　＜協働＞で切り拓く環境都市｢新宿」

新宿区立環境学習情報センター
自然と共生し、環境に関する人・物・情報が行き交う場

情報交流
学びと
活動

人づくり

・地域と学校をつなぐ

環境学習
応援団

「まちの先生
見本市」
　　　　　　

地域と学校
の連携

区とNPO法人共催

　　　　　新宿区立環境学習情報センター総合ビジョン２００４～２００８

　
　新宿環境情報ネットワーク　

　　

NPO法人
新宿環境活動ネット

　　授業相談・小中学校への出前授業
総合学習長期プログラムづくりや短期プログラムづくり
を支援し、「新宿の環境学習応援団登録資料集」から、
事業者や環境NPO、住民団体等を紹介　
五感を活かし、地域を知る、多様なプログラムを実施　
　

エコギャラリー新宿
情報交流講座例
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　　　　　　　　エコビジネスCSRセミナー
　　　　　「環境報告書を読む会」

企業の環境への取り組みを市民が理解するために、
また、企業の環境担当者同士の学び合いのために、
環境報告書を使って環境コミュニケーションを推進。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エコギャラリー新宿
情報交流講座例

　　　　エコライフ実践講座
地球温暖化防止」「循環型社会作り」「自然再生」　　　
をテーマに、身近な学び、具体的な体験を通して　　　
参加者の「エコライフ」の実践を応援

区民環境グループ・地元企業・事業所等が指導役

エコギャラリー新宿
情報交流講座例
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　　　こどもエコクラブ
小中学生を対象に、環境について感じ、考え、自ら行動す
る、体験型環境学習・活動クラブ。（こどもエコクラブ登録）
新宿中央公園を中心に、生き物飼育観察、自然、３R等、
子どもたちの興味、関心に沿って活動

区内の環境カウンセラーや自然観察グループが支援

エコギャラリー新宿
情報交流講座例

「みどりを活かす暮らしの知恵・まちの知恵 」
ヒートアイランドや地球温暖化に負けずに、　　　　　
都市の中でも快適に暮らしたい！
そんな気持ちを日々の暮らしに活かすために

新宿御苑・小学校・区の担当課・専門家等と連携

エコギャラリー新宿
情報交流講座例
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　　　　エコツアーで都市と農山村交流
自然豊かな近隣地域を訪れ、
環境の大切さや暮らしの見直しを学び合うツアー。
貴重な自然体験や、地元住民との温かい交流を図る

地域に事務所を構えるエコツアー企業が企画参加

エコギャラリー新宿
情報交流講座例

エコリーダー･環境学習専門家養成講座
地球環境と共に、地域の環境状況を知り、環境課題　
解決に向けて環境活動、環境学習のリーダーを育成

10回連続講座の1回に化学物質アドバイザーを依頼。
「くらしの中の化学物質」とどう付き合うか、話し合う

エコギャラリー新宿
情報交流講座例
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データから読む「生活者の環境意識と行動」
Q:意味を知っている環境用語は？　　 ２００１年電通調査
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　化学物質と生活者をめぐる
　パートナーシップの課題　　　

①化学物質等環境課題への関心の高まり
②３０代女性の関心の高さ・家族の健康
③企業等の環境対策への、理解不足
↓

生活者は「不安感」が増大

くらしの中でどう付き合うか
自らの役割への認識も不足
↓

まず、理解を深めることから

　■くらしの「もっと」を支える化学物質

「掃除・洗濯・台所」
洗剤で

「もっときれいに」

「自動車･バイク」
燃料で

「もっとはやく」

「工作･塗装」
塗料･接着剤で
「もっと便利に」

「庭・たんす」
殺虫剤･防虫剤で
「もっと快適に」

油汚れを落とす　　　
界面活性剤

くっつく性質や
シンナーの
油を溶かす性質

特定の虫に
作用する性質

燃えやすい性質で
走る
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便利だけど、「有害性」。
使い方を間違うと、健康や生きものに
影響する可能性「環境リスク」がある

「洗剤」
を含んだ排水

「自動車」
の排出ガス

「殺虫剤」を
まいた空気

川に大量に流すと
魚に影響する可能性

吸い続けると
気分が悪くなる
ことも

大量に吸うと
のどや肺、目、
頭が痛くなることも

ベンゼンは
がんになる可能性

「塗料」
のにおい

化学物質をきちんと管理して
くらしから「環境リスク」を減らすには　　

①選択

②使用

③廃棄

用途を考え、選んで買う

適切な量を使う

きちんと処分する
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■化学物質対策に
「市民・事業者・行政の連携と協働」を、
　　　　　　　　　　　　　活かすために･･

情報交流
「環境報告書」
を読む会

展示
「環境報告書」 学びと活動

「エコビジネスセミナー」
『アスベスト』等…

人材育成
「エコリーダー養成講座」
くらしの中の化学物質

食の安心願う小売店　　
CO2･排気ガス削減願う
運輸、エネルギー事業者等
…

社会の課題と、
どう付き合ったら
いいの？

私たちに
できることは？

企業はどんな対策
をしているの？

　　企業と生活者の
　　信頼の好循環に向けて　

わかりやすい「情報」

くらしと化学物質を理解する環境学習

メーカーと消費者、工場と地域住民
をつなぐ、相互コミュニケーション
↓

理解と信頼の醸成

グリーン購入が進み、
地域や金融市場（SRI投資）でも、
先進企業を評価する社会へ

「環境と経済の好循環」の重要性
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　化学物質をめぐる
　わかりやすい情報とは
　　

化学物質情報
企業・行政・第三者機関の情報公開

製品情報
「GHS」国連２００８年勧告
「環境ラベル」
「商品テスト情報」

企業情報
「環境報告書・環境レポート」
会社四季報環境版のような情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

市民・事業者・行政の連携と協働

わかりやすい環境配慮製品･企業情報と、
消費者・事業者のコミュニケーション

環境教育・環境学習の推進
↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市民参加による自主性の喚起で
消費選択・実践行動へつなぐ　　　　　　　

企業と生活者の信頼をつなぐNPOの役割
連携を地域・社会で具体化　　　　　　　

　環境と経済の好循環する
　活力あるパートナーシップ社会へ
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　■地域環境活動学び合いの広がり
　「市民がつくる環境のまち」元気大賞
主催：NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット

全国事例

次の世代に伝える視点は
　地域コミュニティー発展に欠かせない

全国各地の元気な地域活動の特徴
①主体性　　　（各主体が自主的に参加、参画する）
②独自性　　　（地域の課題解決・地域資源の活用）
③連携・協働　(企業・大学・NPO・自治体）
④伝える視点　（環境教育・環境学習）
⑤継続性　　　（３Ｒ・資源循環･エネルギー･自然等）
⑥まちづくり　　（まちおこしへ、活動の環の広がり）
⑦経済性　　　（コミュニティービジネスの視点）

多様な情報と市民のつなぎ手人材・NPOの育成が鍵



Yuko Sakita 2006/12/28

化学物質と環境円卓会議 16

　
　
　
　
　
　
　
　
　地域住民・NPO･事業者･行政･学校

の連携で、
足元から実現する持続可能な未来
　　　　　　　　　　

　

　　

　　　　　「人づくり・地域づくり」から
　　持続可能な国づくりへの一歩が始まる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


